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。 、 。することにより福徳を生ずるもののこと 仏や僧 貧 窮の人など
ふくとく しょう ぶつ そう ひんきゅう ひと

［ ］ （ ）。 （ ）。 （ ）。บชูา DWWEJCC 動 供養する Ⅲ 祭る Ⅰ 敬意を表 す Ⅰ
く よう まつ けい い あらわ

โอะฮงินั
กลาวกนัวา โอะฮงินั เปนงานที่มอียูในประเทศญี่ปุน

เทานั้น ในหนึ่งปมงีาน โอะฮงินั อยุ2 ครั้ง และครั้งละ 7 วนั
คอืวนัวสนัตวษิวุตักบัหนาหลงั 3 วนั และอกีครั้งหนึ่ง
คอืวนัศารทวษิวุตั กบัหนาหลงั 3 วนั ในสปัดาหวษิวุตัชาวพทุธจะ
ทาํพธิรีาํลกึในวดัและฆราวาสจะไปสสุานของตระกลู กลาวกนัวา
งาน โอะฮงินั นี้ไดกระทาํกนัมาตั้งแตสมยัเจาชาย โฌโตะกุ

คาํวา ฮงินั ในคาํวา โอะฮงินั เปนคูของคาํวาฌงินั คาํวา
ฮงินั หมายถงึฝงของโลก คอืแดนสขุาวด แีละฌงินั หมายถงึ
ฝงของโลกนี้ที่เตม็ไปดวยความทกุขในระยะ สปัดาหวษิวุตันั้น
ประชาชนพยายาม ที่จะปฏบิตั ติามหลกัปฏบิตัขิองพทุธศาสนา
ซึ่งหมายถงึบารม 6ี

ในสมยัโบราณกาล ชาวจนีและชาวญี่ปุนเขาใจคาํวา บารมี
วาการขามไปถงึฝงโนน ( ) ดงันั้น บารม หีมายถงึpāram + ita

การไปจากฝงที่มกีารตายเกดิซ้ําซากสูฝงโนนคอืนพิพาน
แตความหมายเดมิของบารม คีอื ปญญาสงูที่สดุ
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（お）彼岸
ひ がん

（お）彼岸は日本独特の 行 事と言われます。 春 分の日と
ひ がん に ほ ん どくとく ぎょう じ い しゅんぶん ひ

、 。秋 分の日のそれぞれをはさんだ前後三日間 各七日間を言います
しゅうぶん ひ ぜん ご みっ か かん かくな の かかん い

お寺では 読 経 や法話などをして法要を 行 い 信者はお寺やお墓、 、
てら ど きょう ほう わ ほうよう おこな しんじゃ てら はか

にお参りします。お彼岸の起源は古く、 聖 徳太子のころから 行
まい ひ がん き げん ふる しょうとくたい し おこな

われたと言われます。
い

彼岸とは此岸に対する言葉です。此岸は苦しみに満ちたこ
ひ がん し がん たい こと ば し がん くる み

の世で、彼岸は理想の浄土を意味します。此岸にいる人は、特に
よ ひ がん り そう じょう ど い み し がん ひと とく

、 。 、 。この期間 仏道に励みます この場合の仏道とは 六波羅蜜です
き かん ぶつどう はげ ば あい ぶつどう ろく は ら みつ

、 、 （ ）古来 中 国や日本での六波羅蜜の解 釈 は 彼岸に pāram
こ らい ちゅうごく に ほ ん ろく は ら みつ かいしゃく ひ がん

至る（ ）と解 釈 したので、波羅蜜の修 行 によって 生 死輪廻のita
いた かいしゃく は ら みつ しゅぎょう しょう じ りん ね

此岸から 菩提 の彼岸に至るという意味でした しかし 本来、 。 、涅槃
し がん ぼ だい ね はん ひ がん いた い み ほんらい

の意味は、 であり、最 上 であることを意味しpāramin parama+tā
い み さいじょう い み

ます。
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蘊 蘊 蘊เบญจขนัธDGPEC MJC�P- ［ ］名 五 ：人間の肉体と精神を色 受・
ご うん にんげん にくたい せいしん しきうん じゅうん

想蘊 蘊 蘊 蘊・ ・ ・行 識 の五つの集まりに分けて示したもの。 色%
そううん ぎょううん しきうん いつ あつ わ しめ しきうん

は物質および肉体。 受 は外界の刺激や印象を受けいれるはた& 蘊
ぶっしつ にくたい じゅうん がい かい し げ き いんしょう う

らき（感受作用 。 想 は感覚器官を通じて外界の対象の性質） ' 蘊
かんじゅ さ よう そううん かん か く き かん つ う がい かい たい しょう せい し つ

・形態・関係や身体内部の状態を把握する作用（知覚）に基づい
け い たい かん けい し ん たい ない ぶ じょうた い は あ く さ よ う ち か く も と

て意識に現れる外的対象の像をつくるはたらき（ 表 象 作用 。）
い し き あらわ がい て き たい しょう ぞ う ひょうしょう さ よう

行 は意志・記憶など。 識 は認識作用。( )蘊 蘊
ぎょううん い し き おく しきうん にんしき さ よう

［名］五戒：五つの戒め。 ／五戒เบญจศลี ศลี 5DGPEC U�½KP- «
ご かい いつ いまし ご かい

五体投地：五体投地の五体とเบญจางคประดษิฐDGPECC0MJC" RTC�F�ºV-
ご たいとう ち ご たいとう ち ご たい

は 体の五つの部分 すなわち 両膝・両 肘・頭のことで 五体、 、 、 、
からだ いつ ぶ ぶん りょうひざ りょうひじ あたま ご たい

を地につけて尊者の足下を拝することで、最高の礼法。
ち そんじゃ あしもと はい さいこう れいほう

ปฏจิจสมปุบาท (อนิง หิรอื อนิเอน)
เกี่ยวกบัปฏจิจสมปุบาท ในภาษาญี่ปุนมขีอความมากมาย

ที่ใชคาํวา เอนง หิรอื อนิเนน ถามเชนสาํนวนวา “เอนงิ
เดะโมะไน” หมายถงึ ลางราย สาํนวนวา “เอนง โิอะ คะทซงุ”ุ
หมายถงึ ถอืลาง สาํนวนวา “อนิเนน โอะ ทซเุกะร”ุ
หมายถงึการเปดฉากตอสูประวตัขิองวดั เทวสถาน พระพทุธรปู
และพระสตูรกเ็รยีกวา เอนง ดิวย เชน ประวตัขิองวดั ไทมะเดะระ
เรยีกวา “ไทมะเดะระ เอนง”ิ เปนตน
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［名］古代遺跡。遺跡。โบราณสถาน DQQTCCPC UC�VJC�CP-
こ だい い せき い せき

［名］本堂。布薩堂。講堂。โบสถDQ�QV ほんどう ふ さつどう こうどう

― ―ป

«ปฏจิจสมปุบาท RC�V�ºVEC�UCOW"RDC�CV ［ 名 ］ 縁 起 。 因 縁 。
えん ぎ いん ねん

／縁起ปฏจิจสมปุบาท えん ぎ

［名］ 十 二因縁。ปฏจิจสมปุบาท 12 RC�V�ºVEC�UCOW"RDC�CV U�ºRUn�n0-
じゅう に いんねん

／ 十 二因縁« ปฏจิจสมปุบาท 12 じゅう に いんねん

縁起
えん ぎ

縁起に関して 日本語の中には 縁起とか因縁と言った縁起、 、
えん ぎ かん に ほ ん ご なか えん ぎ いんねん い えん ぎ

を意味する言葉がたくさんあります。たとえば 「縁起でもない」、
い み こと ば えん ぎ

と言う言葉は、よくないことの起る兆しを意味します 「縁起を担。
い こと ば おこ きざ い み えん ぎ かつ

ぐ」と言う言葉は、ちょっとしたことにも縁起がいいとか悪いと
い こと ば えん ぎ わる

か気にすることを意味します 「因縁をつける」と言う言葉は、言。
き い み いんねん い こと ば い

いがかりをつけることを意味します。寺や神社や仏像や 経 典の由
い み てら じんじゃ ぶつぞう きょうてん ゆ

「 」 。 、 、「 」来は 縁起 と書かれます たとえば 当麻寺の歴史は 当麻寺縁起
らい えん ぎ か たい ま でら れき し たい ま でらえん ぎ

と記されます。
しる
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［ ］ （ ）。 （ ）。 （ ）。ปฏบิตั RิC�VKDC�V 動 修 行 する Ⅲ 遂行する Ⅲ 実践する Ⅲ
しゅぎょう すいこう じっせん

動 生まれる Ⅱ 誕 生 する Ⅲ 受胎ปฏสินธิ RC�V�º UQ�PVJ�̧!- ［ ］ （ ）。 （ ）。
う たんじょう じゅたい

する（Ⅲ 。）

［ ］ （ ）。 （ ）。ปฏสิงัขรณRC�V�º UC�0MJn�nP- 動 修 復する Ⅲ 修 理する Ⅲ
しゅうふく しゅう り

［名］最初の説法。すなわち、ปฐมเทศนา RCVJQ�OOC" VJG@GVUC�PC�C-
さいしょ せっぽう

初転法輪 のこと ／お釈迦さまの 生 涯「 」 。« พระสากยมนุพีทุธะしょてんぼうりん し ゃ か しょうがい

［名］最初の弟子。すなわち、アンニャปฐมสาวก RCVJQ�O UC�CYQ"M-
さいしょ で し

ーコーンダンニャ。

［名］願。誓願：求めるものを得ようと願い求ปณธิาน RC�P�̧VJCCP
がん せいがん もと え ねが もと

めること。誓いをたてて願うこと。
ちか ねが

［名］放逸：ปมาทะ, ความประมาท RC�OCCVJC" MJYCCO RTC�OC�CV, -
ほういつ

なまけること。怠惰。 心 が散漫となり善 行 に 心 を注ぐことがで
たい だ こころ さんまん ぜんぎょう こころ そそ

きないこと。

名 最高の利益 通 常 最高の意味 最高ปรมตัถRTC�OC"V ［ ］ 。 、 、 、涅槃
さいこう り えき つうじょう ね はん さいこう い み さいこう

の真実を意味する。
しんじつ い み

［ ］ 。 。ปรมตัถธรรม RC�TCOC"VVJC� VJCO- 名 勝 義 第一義諦：最高の真実
しょう ぎ だいいち ぎ たい さいこう しんじつ

［ ］ 。 。 。 。 。ปรโลก RC�TC" NQ@QM RnnTC NQ@QM- , - 名 他世 他界 来世 後世 あの世
た せ た かい らい せ ご せ よ

［名］僧侶の腰紐。ประคด RTC�MQ"V
そうりょ こしひも

［動］ 両 手で捧げるようにして（僧に）物をさประเคน RTC�MJGGP
りょう て ささ そう もの

しあげる（Ⅱ 。）

［ ］ （ ）。ประชมุเพลงิ RTC�EJWO RJN��0- 動 火葬用の薪 に火をつける Ⅲ
か そうよう たきぎ ひ
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［名］右 右回り：尊敬する物や人に対ประทกัษณิ RTC�VJC"MU�½P 繞 。
う にょう みぎまわ そんけい もの ひと たい

して、右まわりにめぐること。
みぎ

［ ］ （ ）。 （ ）。ประพรม RTC�! RJTQO- 動 水を注ぐ Ⅰ 水を振りかける Ⅱ
みず そそ みず ふ

［名］ 利益。功徳。 仏 や神の 力 によって与ประโยชนRTC�[Q�QV 9
り やく く どく ほとけ かみ ちから あた

えられる恵み。 利益。効果。効能。:
めぐ り えき こう か こうのう

［ ］ 。 。ปรญิญา RC�TKP[CC 名 遍知：あまねく知り尽くすこと 学位9 :
へん ち し つ がく い

［名］般 。円 寂 ：完全な 完全ปรนิพิพาน RC�TKP�̧RRJCCP 涅槃 涅槃。
はつ ね はん えんじゃく かんぜん ね はん かんぜん

な覚り。
さ と

［名］遊行 者。 巡 礼僧。ปรพิาชก RC�T RJCCEJQ"M�̧
ゆ ぎょうしゃ じゅんれいそう

ปรยิตัิ พระไตรปฏกRC�T�[̧C"V ［名］三蔵を学 習 すること。©
さんぞう がくしゅう

［名］ 縁。助縁。動機。 資具。道具。ปจจยั RC�VECK 9 :
えん じょえん どう き し ぐ どう ぐ

［名］四資具。四事：比丘の日 常に必要な四種ปจจยั 4 RC�VECK U�ºK-
し し ぐ し じ び く にちじょう ひつよう し しゅ

の品。すなわち、 衣服 食 物 臥具 薬品。% & ' (
しな い ふく しょくもつ が ぐ やくひん

名 縁覚 独覚：師なくして独自ปจเจกพทุธะ RC�VEG�GMMJC� RJW"VVJC"!- ［ ］ 。
えんがく どっかく し どく じ

に覚りを開いた人。
さと ひら ひと

［名］仏陀最後の教えの言葉。ปจฉมิโอวาท RC�VEJ�½OOC" !QQYC@CV-
ぶつ だ さい ご おし こと ば

すなわち 『 怠 ることなく励み、成し遂げよ 』、 。
おこた はげ な と

［名］縁起。 ／縁起ปจยาการ ปฏจิจสมปุบาทRC�VEC�[CCMCCP «
えん ぎ えん ぎ

［名］般若。慧。智慧：真理を認識し、覚りを開くปญญา RCP[CC
はんにゃ え ち え しん り にんしき さと ひら

はたらき。最高の智慧。この智慧は単なる知識ではなく、戒と定
さいこう ち え ち え たん ち しき かい じょう

สกิขา 3 ,に裏打ちされて 生 じるものである。 ／三学«
うら う しょう さん がく
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／三 十 七道品โพธปิกขยิะธรรม 37 さんじゅうしちどうぼん

［名］慧眼：物事を正しく観察する眼。ปญญาจกัษ RุCP[CC EC�MUW�!-
え げん ものごと ただ かんさつ め

哲学的洞察力 。
てつがくてきどうさつりょく

［名］問。質問。疑問。ปญหา RCPJC�C
とい しつもん ぎ もん

［名］ 波逸提品：律蔵の中の一 章 。 戒律のปาจติตยีRCCE�ºVVKK 9 :
は いつだいぼん りつぞう なか いっしょう かいりつ

二 百 二 十 七戒単堕罪過の一つ。 ／« ศลี 227たん だ ざい か ひと に ひゃく に じゅうしちかい

［ ］ 。 。 。ปาฎโิมกขRCCV�ºOQ@QM 名 パーティモッカ 波羅提木叉 別解脱
は ら だいもくしゃ べつ げ だつ

戒本：戒律のいちいちの 条 文を集めたもの。半月毎の布薩に、僧
かいぼん かいりつ じょうぶん あつ はんつきごと ふ さつ そう

が読み上げる戒本で 比丘戒 経 二百 二十 七戒 と比丘尼戒 経、 （ ）
よ あ かいぼん び く かいきょう に ひゃく に じゅうしちかい び く に かいきょう

三 百 十 一戒）に分かれる。 ／布薩（ « วนัอโุบสถさんびゃくじゅういちかい わか ふ さつ

［名］戒律の波羅提提舎尼罪過の一。ปาฏเิทสนยีะ RCCV�ºVJGUCPKK[C
かいりつ は ら だいだいしゃ に ざい か いち

／二 百 二十 七戒« ศลี 227 に ひゃく に じゅうしちかい

［名］神変：奇跡。不思議なこと。ปาฏหิารยิRCCV�ºJC�CP じんぺん き せき ふ し ぎ

［ ］ 。 。ปาฏหิารยิ3 RCCV�ºJC�CP UC�CO- 名 三神変 三種神変：三種の奇跡
さんじんぺん さんしゅじんぺん さんしゅ き せき

すなわち、 奇跡的な行為を 現 して人々の 心 を動かして、仏 教%
き せきてき こう い あらわ ひとびと こころ うご ぶっきょう

を信じさせること（神通神変） 人々を教 導 しようとして法を説&
しん じんづうじんぺん ひとびと きょうどう ほう と

くこと 記説神変 相手の 心 の中を知ってそれに応じて教えを説（ ）'
き せつじんぺん あい て こころ なか し おう おし と

くこと（ 教 神変 。誡 ）
きょうかいじんぺん

ปาณาตบิาต ศลีRCCPCCV�ºDC�CV ［ ］ 。名 殺生 ：生きものを殺すこと «
せっしょう い ころ

／律
りつ

［名］戒律の波羅夷罪過の一。 ／ปาราชกิ ศลี 227RCCTCCEJ�M̧ «
かいりつ は ら い ざい か いち
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二百 二 十七戒
に ひゃく に じゅうしちかい

［動］金箔を貼る（Ⅰ 。ปดทอง R�ºV VJnn0- ）
きんぱく は

［名］手提げの重ね弁当箱。ปนโต R�ºPVQQ
て さ がさ べんとうばこ

［名］愛語：親愛の情 のこもった言葉。ปยวาจา R�º[C "YCCECC-
あい ご しんあい じょう こ とば

［名］喜。喜悦：よろこび。 ／七覚支ปติ โพชฌงค7RKKV�º! «
き き えつ しちかく し

［名］凡夫：普通の人。ปถุชุน RW�VJW�EJQP
ぼん ぷ ふ つう ひと

［名］尊敬すべき人。ปชูนยีบคุคล RWWEJCPKK[C" DW�MMJQP-
そんけい ひと

［名］崇拝すべき物。ปชูนยีวตัถ RุWWEJCPKK[C" YC"VVJW�!�-
すうはい もの

［名］崇拝すべき場所。ปชูนยีสถาน RWWEJCPKK[C" UCVJC�CP-
すうはい ば しょ

［名］餓鬼：六道の中の一つ。 ／六道เปรต คต 6ิRTG�GV «
が き ろくどう なか ひと ろくどう

［名］パーリ語試験三 級 以 上 の合格者の称 。เปรยีญ RCTKCP
ご し けんさんきゅう い じょう ごうかくしゃ しょう

― ―ผ

［動］伝播する（Ⅲ 。普 及 する（Ⅲ 。宣伝すเผยแผRJ���K RJ'�'- ） ）
でん ぱ ふ きゅう せんでん

る（Ⅲ 。広くゆきわたる（Ⅰ 。） ）
ひろ

［動］他の人を幸福にしようと願う（Ⅰ 。แผเมตตา RJ''� OG@GVVCC- ）
た ひと こうふく ねが

― ―พ

［動］合 掌する（Ⅲ 。พนมมอื RJC"PQOO��- ）
がっしょう
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［名］解説。記別。予言。授記：仏陀が弟子พยากรณRJC"[CCMnnP かいせつ き べつ よ げん じゅ き ぶつ だ で し

に未来世にあなたは成仏 しますよと予言すること。
み らい せ じょうぶつ よ げん

［名］疾病。 病 気。พยาธ RิJC"[CCVJ�!̧
しっぺい びょう き

［動］聖水をふるかける（Ⅱ 。พรมน้ํามนตRJTQO PC"OOQP- ）
しょうすい

［名］年。雨。雨季。安居：安居とは、修 行 者たพรรษา RJCPUC�C
とし あめ う き あん ご あん ご しゅぎょうしゃ

ちが雨季の期間 一か所で集団生活し 外 出 を避けて修 行 に専念、 、
う き き かん いっ しょ しゅうだんせいかつ がいしゅつ さ しゅぎょう せんねん

すること、またその期間をいう。雨季の定住 。
き かん う き ていじゅう

［名］ 行 。仏道修 行 。 清 浄 行 。พรหมจรรยRJTQOOC ECP- 梵
ぼんぎょう ぶつどうしゅぎょう しょうじょうぎょう

不 行 ：出 家者が戒律を守って禁欲の生活を送ること。婬
ふ いんぎょう しゅっ け しゃ かいりつ まも きんよく せいかつ おく

［名］ 住 。無量 心：慈悲の心 でพรหมวหิาร RJTQOOCY�J̧C�CP- 梵
ぼんじゅう む りょうしん じ ひ こころ

人々と接することができるようになる位 。
ひとひと せっ くらい

［名］ 住 。 無 量 心：四พรหมวหิาร 4 RJTQOOCY�J̧C�CP U�ºK- - 四梵 四
し ぼんじゅう し む りょうしん よっ

つのはかりしれない 心 。慈・悲・喜・捨の四つをいう。これらの
こころ じ ひ き しゃ よっ

心 を無 量 におこして、無 量 の人々を覚りに 導 くこと。慈とは
こころ む りょう む りょう ひとびと さと みちび じ

すべての生きものを 慈 しみ楽を与えること。 悲とはすべてのも&
い いつく らく あた ひ

の苦しみに 同情 してその苦を抜くこと。 喜とは他人の幸福をね'
くる どうじょう く ぬ き た にん こうふく

たまないで共に 喜 ぶこと。 捨とはあらゆる 執 着 を捨てて好き(
とも よろこ しゃ しゅうじゃく す す

嫌いによって差別しないこと。これを 修 する者は大 天界に生梵
きら さ べつ しゅう もの だいぼんてんかい うま

れるので四 住 ともいう。梵
し ぼんじゅう

［名］比丘の階 級 名の一つ：チャオ・クンよพระคร RูJTC"! MJTWW-
び く かいきゅうめい ひと

りも下の位。
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［名］小さな仏像。お守りとして身に付けพระเครื่อง RJTC"! MJT�@C0-
ちい ぶつぞう まも み つ

る小さな仏像。
ちい ぶつぞう

［名］三蔵： 経 蔵・律蔵・論蔵の三พระไตรปฏก RJTC"! VTCK R�ºFQ�M- -
さんぞう きょうぞう りつぞう ろんぞう みっ

つをいう 仏 教 の典籍を総 称 したもの 経 蔵とはお釈迦さまの説。 。
ぶっきょう てんせき そうしょう きょうぞう し ゃ か と

かれたお 経 を集めたもの 律蔵とは お釈迦さまの定められた戒律。 、
きょう あつ りつぞう し ゃ か さだ かいりつ

を集めたもの。論蔵とは、お釈迦さまより後の時代の優れた人が
あつ ろんぞう し ゃ か あと じ だい すぐ ひと

お釈迦さまの説かれた 経 や律から、 教 義・ 教 理 上 重 要な綱目
し ゃ か と きょう りつ きょう ぎ きょう り じょうじゅうよう こうもく

などを集め、それらについて解 釈 ・解説を 施 したもの。
あつ かいしゃく かいせつ ほどこ

［名］仏法：仏陀の説いた教え。พระธรรม RJTC"! VJCO-
ぶっぽう ぶつ だ と おし

［名］寝釈迦像。 像。พระนอน RJTC"! PnnP- 涅槃
ね し ゃ か ぞう ね はんぞう

［名］仏舎利พระบรมสารรีกิธาต RุJTC"!DnTQOOC" UCCTKKT�̧MMCVJC@CV-
ぶっ しゃ り

：お釈迦さまの遺骨。
し ゃ か い こつ

［名］曜日守護仏：守り本尊としพระประจาํวนั RJTC"! RTC�ECO YCP- -
よう び しゅ ご ぶつ まも ほんぞん

て、生まれた曜日ごとに決まっている仏像。
う よう び き ぶつぞう

［名］本尊。พระประธาน RJTC"! RTC�VJCCP-
ほんぞん

［名］ストゥーパ。仏塔。พระปรางคRJTC"! RTCC0-
ぶっとう

［名］仏陀。お釈迦さま。釈 尊 。พระพทุธเจา RJTC"! RJW"VVJC" EC@Q- -
ぶつ だ し ゃ か しゃくそん

［名］仏足跡：仏陀の足跡の 形พระพทุธบาท RJTC"! RJW"VVJC" DC�CV- -
ぶっそくせき ぶつ だ あしあと かたち

を石に彫りつけ、画いたもの。
いし ほ えが

［名］仏像。พระพทุธรปู RJTC"! RJW"VVJC" TW@WR- -
ぶつぞう

［名］坐像。พระพทุธรปูปางนั่ง RJTC"! RJW"VVJC" TW@WR RCC0 PC@0- - - -
ざ ぞう
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［名］仏 教 。พระพทุธศาสนา RJTC"! RJW"VVJC" UC�CVUC�PC�C- -
ぶっきょう

［名］三宝：仏・法・僧。仏พระศรรีตันตรยั RJTC"! U�½K TC"VVC�PC" VTCK- - -
さんぼう ぶつ ほう そう ぶっ

教 徒にとって 敬 うべき三つのもの。仏 教 を説いたお釈迦さま
きょう と うやま みっ ぶっきょう と し ゃ か

（仏）と、その教え(法)と、それを奉ずる人々の 集 団(僧)を 宝
ぶつ おし ほう ほう ひとびと しゅうだん そう たから

にたとえたもの。

［名］釈迦牟尼。พระศากยมนุพีทุธ RJTC"! UC�CMMC�[C" OWPKK R- - - JW"VVJC"
し ゃ か む に

お釈迦さま。見よ。 ／お釈迦さま« พระสากยมนุพีทุธะし ゃ か し ゃ か

［ ］ 。 、「 」。พระสงฆ คณะสงฆRJTC"! UQ�0- 名 僧 比丘：僧 と言う場合は伽
そう び く そうぎゃ い ば あい

［動］タイ式の正座ですわる（Ⅰ ：膝を曲げพบัเพยีบ RJC"R RJ�¼CR- ）
しき せい ざ ひざ ま

て坐り、 両 足首をそろえて斜め後 の右か 左 へ出し、片手を床に
すわ りょうあしくび なな うしろ みぎ ひだり だ かた て ゆか

ついて上 体を支えてすわる。
じょうたい ささ

［ ］ 。พธิกีารทางศาสนา RJ�V̧JKK MCCP VJCC0 UC�CVUC�PC�C- - - 名 宗 教 儀式
しゅうきょう ぎ しき

［名］仏陀。お釈迦さま。พทุธเจา RJW"VVJC" EC@Q-
ぶつ だ し ゃ か

［名］仏 教 教 団を構成する構成員。พทุธบรษิทั RJW"VVJC" DnnTKUC�V-
ぶっきょうきょうだん こうせい こうせいいん

すなわち 男性 出 家者 比丘 ・女性 出 家者 比丘尼 と男性信者、 （ ） （ ）
だんせいしゅっ け しゃ ひ く じょせいしゅっ け しゃ び く に だんせいしんじゃ

（ ） （ ） 。 、 （ ）優婆塞 ・女性信者 優婆夷 の四衆 または 男性 出 家者 比丘
う ば そく じょせいしんじゃ う ば い し しゅ だんせいしゅっ け しゃ び く

・女性 出 家者（比丘尼 ・ 十八 歳から二十歳までの見習い女性）
じょせいしゅっ け しゃ び く に じゅうはっさい はたち み なら じょせい

出 家者（式叉摩那 ・見習い男性 出 家者（沙弥 ・見習い女性 出） ）
しゅっ け しゃ しきしゃ ま な み なら だんせいしゅっ け しゃ しゃ み み なら じょせいしゅっ

（ ） （ ） （ ） 。家者 沙弥尼 ・男性信者 優婆塞 ・女性信者 優婆夷 の七衆
け しゃ しゃ み に だんせいしんじゃ う ば そく じょせいしんじゃ う ば い しちしゅ

［名］仏足跡：仏陀の足跡の 形 を石に彫りพทุธบาท RJW"VVJC" DC�CV-
ぶっそくせき ぶつ だ あしあと かたち いし ほ

つけ、画いたもの。
えが
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［ ］ 。พทุธประวตั RิJW"VVJC" RTC�YC�V- 名 仏伝：お釈迦さまの 生 涯の伝記
ぶつでん し ゃ か しょうがい でん き

［名］仏所説：仏陀の説。พทุธภาษติ RJW"VVJC" RJCCU�ºV-
ぶつしょせつ ぶつ だ せつ

［名］仏 教 徒。พทุธมามกะ RJW"VVJC" OCCOC"MC�!-
ぶっきょう と

［名］仏暦：仏陀が に入った時พทุธศกัราช RJW"VVJC" UC�MMC�TC�CV- 涅槃
ぶつれき ぶつ だ ね はん はい とき

をもとにした暦 。スリランカ、ビルマでは仏陀が に入ったと涅槃
こよみ ぶつ だ ね はん はい

きから数えるが、タイでは一年経ってから数えるので一年の差が
かぞ いちねん た かぞ いちねん さ

ある。タイの仏暦を西暦になおすには 「仏暦－５４３＝西暦 。、 」
ぶつれき せいれき ぶつれき せいれき

［名］ 上 座部พทุธศาสนาเถรวาท RJW"VVJC" UC�CVUC�PC�C VJG�GTC" YC@CV- - -
じょう ざ ぶ

仏 教 ：現在、東南アジアに伝わる仏 教。
ぶっきょう げんざい とうなん つた ぶっきょう

［名］大 乗 仏พทุธศาสนามหายาน RJW"VVJC" UC�CVUC�PC�C OCJC�C [CCP- - -
だいじょうぶっ

教 ：紀元前後頃からインドに起った改革派の仏 教 。日本の仏 教
きょう き げんぜん ご ごろ おこ かいかく は ぶっきょう に ほ ん ぶっきょう

は大乗 仏 教。
だいじょうぶっきょう

名 小 乗 仏 教พทุธศาสนาหนียาน RJW"VVJC" UC�CVUC�PC�C JKKPC" [CCP- - - ［ ］
しょうじょうぶっきょう

：改革派の大乗 仏教 が、既存の仏 教を 蔑んで呼んだ名前。
かいかく は だいじょうぶっきょう き そん ぶっきょう さげす よ な まえ

［名］お釈迦さまが説かれたพทุธโอวาท 3 RJW"VVJC" !QQYC@CV UC�CO- -
し ゃ か

重要な三つの教え。 いかなる罪も犯さない。 善を 行 う。 心% & '
じゅうよう おし つみ おか ぜん おこな しん

โอวาทปาฏโิมกชを清 浄に保つ。©
せいじょう たも

［名］午前 十 一時～正午：僧の昼 食 時間。เพล RJGGP
ご ぜんじゅういち じ しょうご そう ちゅうしょく じ かん

［名］ 菩提：一切の煩悩から解放された迷いのなโพธ RิJQ@QVVJK" 9
ぼ だい いっさい ぼんのう かいほう まよ

い 状 態。 菩提樹：お釈迦さまがこの樹の下で覚りを開いた。:
じょうたい ぼ だいじゅ し ゃ か き した さと ひら

［名］覚支。菩提分：覚りโพธปิกขยิธรรม RJQQVJ�¸ RC�MMJ�º[C"VJCO-
かく し ぼ だいぶん さと
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へと導 く要素のこと。七つの要素すなわち七覚支がある。すなわ
みちび よう そ なな よう そ しちかく し

ち、三十 七菩提分。三 十七道品。 ／三« โพธปิกขยิะธรรม 37さんじゅうしち ぼ だいぶん さんじゅうしちどうぼん さん

十 七道品
じゅうしちどうぼん

［名］菩薩。菩提薩 語源的には 「覚りโพธสิตัวRJQQVJ�¸ UC�V- 捶： 、
ぼ さつ ぼ だいさっ た ご げんてき さと

を求めるもの」であるが、 上 座部仏 教 では、前世時代のお釈迦
もと じょう ざ ぶ ぶっきょう ぜん せ じ だい し ゃ か

さまを特に意味する。また、未来に仏陀となる弥 菩薩がいる。勒
とく い み み らい ぶつ だ み ろく ぼ さつ

大 乗 仏 教では 前世時代のお釈迦さまと弥 だけでなく 自 ら覚、 、勒
だいじょうぶっきょう ぜん せ じ だい し ゃ か み ろく みずか さと

りをめざし 一方で他の人々の救 済 を目指す修 行 者のことを菩薩、
いっぽう た ひとびと きゅうさい め ざ しゅぎょうしゃ ぼ さつ

と呼ぶ。
よ

― ―ภ

［名］絵画。描画。絵を描くこと。ภาพวาด RJC@CR YC@CV-
かい が びょうが え えが

［名］比丘： 出 家得度して具足戒を受けた 男 の修ภกิษ RุJ�̧MUW�!
び く しゅっ け とく ど ぐ そくかい う おとこ しゅ

行 者。
ぎょうしゃ

［名］比丘尼： 出 家得度して具足戒を受けた 女ภกิษณุ RีJ�M̧UW�PKK
び く に しゅっ け とく ど ぐ そくかい う おんな

の修 行 者。
しゅぎょうしゃ

― ―ม

［名］吉 祥 。吉瑞。瑞 祥 。 祝 祭：めでたいことมงคล OQ0MJQP
きっしょう きちずい ずいしょう しゅくさい
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が起るきざし、または、めでたいこと。
おこ

［名］意。心。มนะ, มโน OCPC� OC"PQQ
い しん

呪文。神呪。真言。มนต, มนตรOQP じゅもん しんじゅ しんごん

［名］人。人間。มนษุยOC"PW"V ひと にんげん

［名］意悪 行 ： 心 による悪い 行 い。มโนทจุรดิ OC"PQQ VJW"VECT�ºV-
い あくぎょう こころ わる おこな

むさぼること 欲 怒り憎むこと 因果などを否定% & '（ ） （ ）貪 瞋恚
とんよく おこ にく しん い いん が ひ てい

ทจุรติ 3する誤 った見解（邪見）を持つことの三つ。©
あやま けんかい じゃけん も みっ

名 意善行 ： 心 による正しい行い 正มโนสจุรติ OC"PQQ UW"VECT�ºV- ［ ］ 。
い ぜんぎょう こころ ただ

しい 考 え。すなわち、 むさぼらないこと（無 欲） 怒り憎ま% &貪
かんが む とんよく おこ にく

ないこと 無 仏 教 の教えに 従った正しい見解 正見 を持（ ） （ ）瞋 '
む しん ぶっきょう おし したが ただ けんかい も

สจุรติ 3つことの三つ。©
みっ

［名］ 寂 滅：比丘や沙弥の死のこと。มรณภาพ OnnTC"PC" RJC@CR-
じゃくめつ び く しゃ み し

［名］死念。死の観念。死についての正 念มรณสต OิnnTCPC" UCV�º!-
し ねん し かんねん し しょうねん

：死について心 を集 中 して観察思念すること。
し こころ しゅうちゅう かんさつ し ねん

［名］八 正道。 ／八正 道มรรค 8 มรรค 8OC"M RJ'�'V- «
はっしょうどう はっしょうどう

［名］大乗 仏 教 。北伝仏 教 。มหายาน OCJC�C [CCP-
だいじょうぶっきょう きたでんぶっきょう

［名］死王。死神。魔王。死の神。มจัจรุาช OC"VEW� TC@CV-
し おう しにがみ ま おう し かみ

«มชัฌมิาปฏปิทา OC"VEJKOCC RCV�ºRC�VJCC- ［ 名 ］ 中 道 。
ちゅう どう

／ 中 道มชัฌมิาปฏปิทา ちゅうどう

［ ］ 。มาฆบชูา OCCMJC" DWWEJCC- 名 万仏節：四部集 合が起こった日
まんぶつせつ し ぶ じゅうごう お ひ

陰暦三月の満月の日。 ／お釈迦さま« พระสากยมนุพีทุธะいんれきさんがつ まんげつ ひ し ゃ か
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［名］ 幻 。幻影。幻 術 。妖 術 。ごまかし。トมายา OCC[CC 9
まぼろし げんえい げんじゅつ ようじゅつ

リック。策 略 。 摩耶夫人。お釈迦さまの実母。お釈迦さまを生:
さくりゃく ま や ぶ にん し ゃ か じつ ぼ し ゃ か う

んだ後七日目に死去した。 ／お釈迦さま« พระสากยมนุพีทุธะあと な の か め し きょ し ゃ か

［名］魔。悪魔。魔羅。魔王。死神。มาร OCCP
ま あく ま ま ら ま おう しにがみ

名 邪見：仏 教 の教えを無視する 間違มจิฉาทฏิฐ Oิ�̧VEJC�C VJ�̧VVJ�º!- ［ ］ 、
じゃけん ぶっきょう おし む し ま ちが

った考 え方。
かんが かた

［名］慈。慈心。慈悲：あわれみ、いつくしむ心 。เมตตา OG@VVCC
じ じ しん じ ひ こころ

พรหมวหิาร 4©

［名］チーク。熱帯産落葉高木。ไมสกั OC"K UC�M-
ねったいさんらくようこうぼく

― ―ย

［名］チョーファー上げ：寺院ยกชอฟา, พธิ [ีQ"M EJn@n HC"C RJ�̧VJKK- - ,
あ じ いん

の落成の際に、寺院の屋根の 両 端に、木彫りで金箔を貼った 竜
らくせい さい じ いん や ね りょうたん き ぼ きんぱく は りゅう

頭 状 の飾りを上げる儀式。
ず じょう かざ あ ぎ しき

［名］名 称 。名声。ほまれ。ยศ [Q"V
めいしょう めいせい

［名］頭陀 袋 ：僧侶の用いるこまごましたいろいろのยาม [C@CO
ず だ ぶくろ そうりょ もち

ものを入れる布製の袋 。
い ぬのせい ふくろ

名 如理作意 正 思惟：理โยนโิสมนสกิาร [QQP�U̧Q�Q OC"PC"U�ºMCCP- ［ ］ 。
にょ り さ い しょう し ゆい り

にかなった判断。明確な認識。
はんだん めいかく にんしき

［名］僧が自分の両 親または両 親と同年配の在家の人โยม [QQO
そう じ ぶん りょうしん りょうしん どうねんぱい ざい け ひと
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を呼ぶ語。
よ ご

― ―ร

［名］味。 食 味。รส TQ"V
あじ しょく み

［名］回廊。ベランダ。ระเบยีง TC"DKC0
かいろう

รตันตรยั พระศรรีตันตรยัTC"VVC�PC" VTCK- ［名］三宝：仏・法・僧。©
さんぼう ぶつ ぽう そう

［名］獅子の塑像。รปูปนสงิหTW@WR RC@P U�½0- -
し し そ ぞう

― ―ล

［名］灯 流し。ローイクラトン：陰暦 十ลอยกระทง NnnK MTCVJQ0- 籠
とうろうなが いんれきじゅう

二月に行 われる年 中 行 事。
に がつ おこな ねんじゅうぎょう じ

［ ］ 。 。 。 。 。 。 。ลกัษณะ NC"MUC�PC�! 名 相 特性 特相 形態 容貌 特徴 品質
そう とくせい とくそう けいたい ようぼう と く ちょう ひんしつ

［名］境内。ลานวดั NCCP YC"V-
けいだい

［名］タイ式デザイン。ลายไทย NCCK VJCK-
しき

動 還俗する Ⅲ ：一度 出 家したものが 再ลาสกิขา NCC U�ºMMJC�C- ［ ］ （ ） 、
げんぞく いち ど しゅっ け ふたた

び俗人にかえること。
ぞくじん

［名］数珠。念珠。ลกูประคาํ NW@WM RTCMJCO-
じ ゅ ず ねんじゅ

［名］世間。世界。โลก NQ@QM
せ けん せ かい

［名］三界：三界：欲界・色界・無色界の三つのโลก 3 NQ@QM UC�CO-
さんがい さんがい よくかい しきかい む しきかい みっ
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世界の総 称 。欲界は欲望にとらわれた生きものが住む世界。色界
せ かい そうしょう よくかい よくぼう い す せ かい しきかい

は欲望は超 越 したが、物質的 条 件にとらわれた生きものが住む
よくぼう ちょうえつ ぶっしつてきじょうけん い す

世界 無色界は欲望も物質的 条 件も超 越 し 精神的 条件のみを有。 、
せ かい む しきかい よくぼう ぶっしつてきじょうけん ちょうえつ せいしんてきじょうけん ゆう

する生きものが住む世界。生きものはこれらの境 域を輪廻する。
い す せ かい い きょういき りん ね

すべての生きものが 生 死輪廻する三種の世界。生きものが活動す
い しょう じ りん ね さんしゅ せ かい い かつどう

る全世界を指す。
ぜん せ かい さ

修 世間の 世間的な 凡俗の 俗世の 世の常โลกยิะ NQQMK[C"! ［ ］ 。 。 。 。
せ けん せ けんてき ぼんぞく ぞく せ よ つね

の。肉欲の。
にくよく

［名］ 出 世間法：覚りの世界の物โลกตุตรธรรม NQQMW�VVC�TC"! VJCO-
しゅっ せ けんぼう さと せ かい もの

事。俗世から解脱するのに助けとなる仏 教 の教え。
ごと ぞく せ げ だつ たす ぶっきょう おし

修 出 世間の 世間を越えた 聖なる 聖 者โลกตุตระ NQQMW�VVC�TC"! ［ ］ 。 。 。
しゅつ せ けん せ けん こ せい しょうじゃ

の。

― ―ว

［名］語悪 行 ：言葉による悪い 行 い。すวจทีจุรติ YC"EKK VJW"VECT�ºV-
ご あくぎょう こと ば わる おこな

なわち、 うそをつくこと（妄語） 仲違いをはかることを言う% &
もう ご なかたが い

こと（両 舌） 悪口を言うこと（悪口） 無益なおしゃべりをす' (
りょうぜつ わるくち い あっ く む えき

ทจุรติ 3ること（綺語）の四つのこと。©
き ご よっ

［名］口善 行 ：言葉によるよい行い。すなวจสีจุรติ YC"EKK UW�VECT�ºV-
く ぜんぎょう

わち うそをつかないこと 不妄語 仲違いをはかることを言、 （ ）% &
ふ もう ご なかたが い
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わないこと（不 両 舌） 悪口を言わないこと（不悪口） 無益な' (
ふ りょうぜつ わるくち い ふ あっ く む えき

สจุรติ 3おしゃべりをしないこと（不綺語）の四つのこと。©
ふ き ご よっ

［名］寺。寺院。วดั YC"V
てら じ いん

［名］王立寺院。วดัหลวง YC"V NW�C0-
おうりつ じ いん

［名］お守り。魔よけ。護符。วตัถมุงคล YC"VVJW� OQ0MJQP-
まも ま ご ふ

名 僧侶が髪を剃る日：仏日 ワン・プラ の前日วนัโกน YCP MQQP- ［ ］ （ ）
そうりょ かみ そ ひ ぶつにち ぜんじつ

で月に四回ある。
つき よんかい

［名］入安居。結夏。雨季の始まวนัเขาพรรษา YCP MJC@Q RJCPUC�C- -
いりあん ご けち げ う き はじ

พรรษาり：夏安居の始まる日。©
げ あん ご はじ ひ

名 自 日 出安居 解夏：夏安居วนัปวารณา YCP RC�YCCTC"PCC- ［ ］ 。 。恣
じ し にち で あん ご け げ げ あん ご

พรรษาの終わる日。©
お ひ

名 布薩日 斎日 仏日：仏 教 教 団で 満月วนัพระ YCP RJTC"!- ［ ］ 。 。 、
ふ さつにち さいにち ぶつにち ぶっきょうきょうだん まんげつ

と新月の日に一カ所に集まって戒律の条 文を読みあげ、互いに自
しんげつ ひ いっ しょ あつ かいりつ じょうぶん よ たが じ

己の罪過を 悔する日 在家信者は八斎戒を守り 説法を聞き 僧尼懺 。 、 、
こ ざい か ざん げ ひ ざい け しんじゃ はっさいかい まも せっぽう き そう に

に飲 食の供養をする。 ／布薩« วนัอโุบสถいんしょく く よう ふ さつ

［名］出安居。解夏。自 日：วนัออกพรรษา YCP !n�nM RJCPUC�C- - 恣
で あん ご け げ じ し にち

พรรษา夏安居の終 了 日。©
げ あん ご しゅうりょう び

［ ］ 。 、วนัอโุบสถ YCP !W�DQQUQ�V- 名 布薩日 仏日：満月と新月の日に
ふ さつにち ぶつにち まんげつ しんげつ び

僧侶は布薩堂に集まりパーティモッカ二 百 二 十 七戒をよみあげ
そうりょ ふ さつどう あつ に ひゃく に じゅうしちかい

«て自己の罪過を 悔する。在家信者はこの日は八斎戒を守る。懺
じ こ ざい か ざん げ ざい け しんじゃ ひ はっさいかい まも

／布薩วนัอโุบสถ ふ さつ
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วนัอโุบสถ (โระกไุสนชิ หิรอื ฟซุทัซ)ุ
มหายานมวีนัอโุบสถ 6 วนั คอืวนัขึ้น 8 ค่ํา ขึ้น 14

และ15 ค่ํา วนัแรม 8 ค่ํา แรม 14 และ 15 ค่ํา เรยีกวา
โระกไุสนชิ แิปลวา 6 วนัที่บคุคลควรสาํรวมกายวาจาใจเชน
เดยีวกบัพทุธมามกะฝายเถรวาท พทุธมามกะ ฝายมหายาน
กไ็ปประชมุกนัที่วดั ถอืศลี 8 ฟงเทศนาธรรมและถวายอาหารพระ

ในประเทศจนี ประชาชนเชื่อวา เทพเจาผูดแูลชวีติของ
เราจะกาํหนดอายขุยัของเราตามการกระทาํของเรา
เนื่องมาจากอทิธพิลของลทัธเิตา ในบรรดา 6 วนันั้น
วนัโคฌนิสาํคญัที่สดุ เพราะวาหลงัจากเรานอนหลบั
ตวัหนอนชื่อวา ซนัฌ จิะออกจากรางกายของเราแลว
จะรายงานการกระทาํของเราตอเจาแหงสวรรคผลกค็อืวา

ความเชื่อที่วา ประชาชนจะไมนอน และถอื ศลี 8
ตลอดคนืจงึเกดิขึ้น

ความเชื่อเรื่องนี้ซึ่งเรยีกวา โคฌนิมะชไิดเขามาจาก
ประเทศจนี สูประเทศญี่ปุน ในสมยั เฮอนั และ ไดนยิมแพรหลาย
ในสมยั เอะโดะ คดิกนัวาวนันี้เปนโอกาสสาํคญั และ
เหมาะสมที่จะเลานทิานและเรื่องราว ในอดตีสูกนัฟง
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布薩（六斎日）
ふ さつ ろ くさ い にち

大 乗 仏 教 では、布薩は毎月の八日・ 十 四日・十五日・
だいじょうぶっきょう ふ さつ まいつき よ う か じゅう よ っ か じゅうごにち

二十三日・二十九日・三 十日の六日で、身体と言葉と 心 を 慎 む
にじゅうさんにち にじ ゅ うくにち さんじゅうにち む い か しんたい こと ば こころ つつし

六日と言う意味で、六斎日と呼びます。この日には、大 乗 仏 教
むいか い い み ろくさいにち よ ひ だいじょうぶっきょう

でも、在家信者は寺院に集まって八斎戒を守り、説法を聴き、僧
ざい け しんじゃ じ いん あつ はっさいかい まも せっぽう き そう

を供養します。
く よう

、 、中 国では 人のおこないを見張っている 命 を 司 る神が
ちゅうごく ひと み は いのち つかさど かみ

その人の善悪によって、この六斎日に寿 命 を増やしたり減らした
ひと ぜんあく ろくさいにち じゅみょう ふ へ

りすると 考 えられていました。道 教 の影 響 で、この六斎日のう
かんが どうきょう えいきょう ろくさいにち

、 。 、 、ち 特に庚申に当る日が 重 要とされました この日は 人が寝た後
とく こうしん あた ひ じゅうよう ひ ひと ね あと

三 と呼ばれる虫が体内から抜け出し、天帝にその人の罪や 過 ち尸
さん し よ むし たいない ぬ だ てんてい ひと つみ あやま

を報告するとされました。そのため、人々は庚申の夜は寝ないで
ほうこく ひとびと こうしん よる ね

八斎戒を守るという信仰が生まれました。
はっさいかい まも しんこう う

庚申待といわれるこの信仰は、平安時代に 中 国から日本
こうしんまち しんこう へいあん じ だい ちゅうごく に ほ ん

に伝えられ 江戸時代に盛んになりました この日が 説話や物語、 。 、
つた え ど じ だい さか ひ せつ わ ものがたり

を言い伝える大切な場であったと 考 えられています。
い つた たいせつ ば かんが


